
平成２２年１０月２８日 
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 （ＴＥＬ０２６３－５２－２９１８） 

 
中期経営計画「FIRE2013」の策定に関するお知らせ 

 
当社は、平成23年度から平成25年度までの3ヵ年を計画期間とした、中期経営計画「FIRE2013」

を策定致しましたので、下記の通りお知らせ致します。 
 

記 
 
平成20年のリーマン・ショック以降、部品の国内需要が低迷する中、幅広い製品分野で受注・

売上確保に努めるとともに、生産体制の見直しによる生産効率の向上並びに業務の効率化に取り

組み、労務費削減、諸経費削減を図ってまいりました。しかしながら、当中期経営計画と同時に

開示させて頂きました「特別損失の計上及び業績予想の修正に関するお知らせ」にもあるとおり、

平成22年度も赤字という見込みになり、当社始まって以来の最も厳しい状況にあります。 
そこで、その状況を打破すべく、平成22年度下期、赤字体質からの脱却を図る為、収益体質に

変化させるべく企業体質の強化に取り組み、平成23年度を初年度とする中期経営計画

「FIRE2013」を新たに策定致しました。ビジネス環境は、グローバル化の加速化、多品種小ロ

ット化、低価格化など大変厳しい状況にあります。しかし、当社は「FIRE2013」を確実に成功

させることにより、ビジネス環境変化への即応性を高め、体制改革などにより、この厳しい状況

を乗り切り、必ず新たな成長軌道につなげたいと考えております。 
以下、中期経営計画「FIRE2013」の概要を記載させて頂きます。 
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2011～2013年度中期経営計画 FIRE2013 

1. FIRE2013について 

2. ビジネス領域の拡大 

3. 海外拠点設立へ 

4. 組織体制の再構築 

5. 国内機能・拠点の再配置 

6. 売上・利益目標 
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１．FIRE2013について 
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FIRE2013について 1 

FIRE2013基本方針 

我々会社の目的は社会の要請に応じ 

優秀な製品を最も廉価で生産し供給することによって 

お互の福利を増進するにある 

社 是 

盤石な体制を整備することで、新たなビジネス領域へ展開し、 

お客様へ最高のCSをお届けすることにより、 

当社業績を確実にV字転換させる 

4 

中期経営目標（2013年度） 

連結売上高：140億円 連結営業利益：8.2億円 



SANKO Co., Ltd. All Rights Reserved. 2010 

FIRE2013について 2 
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FIRE 

 ・燃える集団、燃える気持ちで変革を起こし中期経営計画を成功させる 

 ・自ら行動を起こし課題を解決していくアクションの象徴 

 ・Future Imagination Revolution Effort （＝未来・想像力・変革・努力） という 

  中期経営計画における重要キーワードの頭文字 

2013 

 ・中期経営計画最終年である2013年 

 ・当社創業50周年を迎える2013年 

 

以上のような思いを込め、「FIRE2013」と命名 

FIRE2013に込めた思い 
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FIRE2013必達事項 

6 

 

無借金経営 

トータルパッケージ提案力 

一貫製造力 

強い営業力 

当社の強み 

ビジネス領域の拡大 

海外拠点設立へ 

組織体制の再構築による強化 

国内機能・拠点の再配置 

FIRE2013要諦 

  １．お客様に最高のCSをお届けする 

  ２．確実にV字回復を達成する 

必達事項 
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2．ビジネス領域の拡大 
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ターゲット 
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当社の基盤である         に軸足を置きながら 

 

 

に対し、戦略的・計画的にビジネス領域を拡大する。 

電機分野 

自動車分野 環境分野 新分野 

ターゲット分野 

（海外含む） 

電機分野 消耗品、ヒンジ 

自動車分野 安全部品（シートベルト、エアバッグ） 

環境分野 バスバー、スマートグリッド関連、次世代電池 

新分野 新素材製品 

新重点ターゲット 
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電機 自動車 環境 新分野 その他 
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領域の拡大と経営資源の投入 
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環
境 

厳しい競争を勝ち抜く為には、新たなフィールドで先行メーカーと 
勝負できる基盤構築が必要であり、その為に必要な経営資源の投入を行う 

自 
動 
車 

安全部品 

電装部品 

電 
機 

消耗品 

・ヒンジ 

AV機器 

事務機 多数のライバル 

バスバー 
・スマートグ
リッド関連 

高精度・高品質・高付加価値 

新
分
野 

新素材製品 

当社の 
今までの領域 

当社が 

狙う領域 
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3．海外拠点設立へ 
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海外展開の決定 
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目的・理由 

①お客様のニーズへ徹底的に応える為 

②当社のビジネスチャンスを大幅に広げる為 

当社初の海外拠点設立を決定 

③海外展開で勝てるビジネスモデルが構築できたこと 
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海外展開の優位性 

１. 生産機能の観点 

２. 営業機能の観点 

・多様なビジネスモデルの展開が可能になること 
価格競争力のある海外生産＋高付加価値の日本生産の 

実現によりお客様に様々な形、ルートで製品の提供が可能となる。 

・お客様へのアプローチが容易にできる 

お客様の海外現地法人のより近くへ営業拠点を持つことが可能
となり、お客様のニーズへ直ぐさま応えることが可能となる。 
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（１）海外→国内  
（２）海外→海外 
（３）国内→海外  
（４）国内→国内 

お客様の様々なニーズへ対応することが可能となる 
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国内、海外双方の成長 
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サンコー国内ビジネス 
（２０１５年） 

サンコー国内ビジネス 
（2010年） 

サンコー 
国内ビジネス 
（2013年） 

サンコー 
海外 
ビジネス 
（2013年） 

国内 

海外拠点があることによる相乗効果 

海外 

海外拠点による相乗効果 

領域拡大による国内事業
の強化 

国内事業の強化、海外
展開ともに成功させる 
ことを前提とした成長 

戦略である 

海外 国内 
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候補地の決定 
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 ①お客様のニーズに応えることが可能 

 ②当社の国内コア技術の移管が容易 

 ③新規お客様獲得の可能性が高い 

 ④経済成長性、国民性などの社会インフラに優れる 

候補地検討の観点 

タイ王国へ拠点設立することを決定 

お客様のニーズがある数カ国より、展開候補地を検討 
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タイ王国展開のメリット 

15 

 BOI（タイ投資委員会）による恩恵 

●タイへの投資の際は、多くの企業でタイ国投資委員会（BOI）の奨励認可を受けてい
るとみられる       

●BOIの認可事業は100%外資設立が可能で、地域区分などにより様々な恩典（企業
法人税、設備輸入税、原材料輸入税の免税or減税）が与えられている。 

●ASEAN内に限らず、中国、韓国、インドなどのアジア諸国への関税が0～5％に

なるため、材料の輸入、製品の輸出などが容易に出来るうえ、日本への輸出も容易
に出来るため、現地生産→国内販売のビジネスモデル構築が可能となる。  

FTA（Free Trade Agreement；自由貿易協定）について 

国内コア技術移管の容易さ 

●タイ人ワーカーの優秀さ、材料調達の容易さなどから、当社の製造機能をタイでも活
用できる 

●ASEANの首都とも表現される優れた製造立国であり、生産拠点、輸出基地として確
立されており、政治的安定性もある。 
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海外拠点設立 

当初の事業予定 

・精密プレス金型及び部品製造 

・プラスチック部品製造 

・メカトロ製品製造 

稼働予定 

2011年8月操業開始 

2012年3月量産開始 

展開国・地区 

タイ王国・アユタヤ県 

予定規模（2013年度） 

約100名（うち日本人赴任者若干名） 
16 

当社初の海外生産拠点設立へ 

2013年度 売上目標   ：10億円 
       営業利益目標：0.2億円  

出資形態 

当社100%出資 

 

海外新会社 

バンコク 

候補予定地 

アユタヤ 

バンコクから68km(約1時間） 
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4．組織体制の再構築 
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事業部制から本部制へ 

事業部制 本部制 
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事業のより強い一体化を図り、 
お客様に最大限満足して頂ける体制へ 

（１）主力３事業のより強い一体化の実現（強力なトータルパッケージ提案） 

（２）緊張感のある組織の実現（本来ミッションの実現責任） 

（３）生産技術力、品質管理機能等の強化統一（全社統一の管理体制） 

（４）徹底したムダ削減（組織間の機能重複の回避） 

本部制の狙い 

取締役会 取締役会 

プ
レ
ス
事
業
部 

九
州
事
業
部 

プ
ラ
ユ
ニ
ッ
ト
事
業
部 

経
営
戦
略
本
部 

営
業
本
部 

生
産
本
部 

開
発
本
部 

経
営
戦
略
本
部 

プ
レ
ス
事
業
部 

九
州
事
業
部 

プ
ラ
ユ
ニ
ッ
ト
事
業
部 

経
営
戦
略
本
部 

営
業
本
部 

生
産
本
部 

開
発
本
部 

経
営
戦
略
本
部 

お客様 お客様 
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トータルパッケージ強化・差別化 
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金型開
発・製造 

プレス加
工 

プラス
チック成
形 

メカトロ
製造 

 

・精密プレス部品 

・プラスチック部品 

・ヒンジ製品 

・メカトロ製品 

・インサート、アウトサート成形製品 

 

提案する製品 

トータルパッケージ提案 

お 客 様 

金型開発・製造 
プレス加工 

プラスチック成形 メカトロ製造 
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組織力強化 
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②QCD向上の徹底 

③積極的な開発投資 

①マーケティングの強化 

「シンプル」、「機動力」、「確実性」を 
キーワードに以下を徹底的に強化する 

お客様が求めるニーズを徹底的にリサーチし、CS向上を狙う。 

客先ニーズ、将来ニーズを読んだ積極的な開発を行う。 

最新鋭設備導入、合理化・省人化、見える化による徹底的なQCD向上を狙う。 

会社全体の仕事の流れを抜本的に見直し、確実に利益を生み出す。 

④業務改革の推進 
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5．国内機能・拠点の再配置 
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国内機能・拠点の再配置 
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長野県 

福岡県 

開発・生産機能の最適化を狙い、拠点再配置を行う 

1. 国内と海外の機能明確化 

2. 長野エリアと九州エリアの機能明確化 

3. 長野エリア・九州エリア・タイ王国エリアの連携強化 

拠点再配置する際の視点 

タイ王国・アユタヤ県 
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6．売上・利益目標 
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V字回復へ 

単位：億円 

24 

FIRE2013を成功させ必ずV字回復を達成する。 

04年度 05年度 06年度 07年度 08年度 09年度 10年度 11年度 12年度 13年度 

2011年度 2012年度 2013年度 

国内売上 100億円 110億円 130億円 

海外売上 0.05億円 5億円 10億円 

連結売上 100億円 115億円 140億円 

2011年度 2012年度 2013年度 

国内利益 0.5億円 3億円 8億円 

海外利益 -2.4億円 -1.2億円 0.2億円 

連結利益 -1.9億円 1.8億円 8.2億円 



株式会社 

本資料で記載されている業績等は現時点における事業環境に基づいて作成された資料です。 

今後の事業環境により実際の業績が変動する場合があることをご承知おきください。 
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